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日本が目指す社会

（出典）左図：内閣府「経済財政運営と改革の基本方針2024」、中央図：内閣府「Society 5.0」、 右図：デジタル庁「デジタル社会の実現に向けた重点計画」

骨太方針2024 Society 5.0 デジタル社会の実現に向けた重点計画

⬧ 政府は「社会課題を解決し、国民一人ひとりが豊かさと幸福を実感できる
持続可能な経済社会」の実現を目指している



⬧ 目指す社会の実現には、成長戦略として社会課題解決を起点とした新規事業の創出が必要

⬧ 社会課題解決の手段は「ソフトウェアを中心としたデジタル技術の活用」
• Software-Definedな仕組みを社会全体に拡大した「Software-Defined Society」へ移行

■成長イメージ ■ Software-Definedとは

2025 2030 2035 2040

既存事業の国内市場 ⇒ 徐々に縮小

海外市場開拓
(モノ＋サービス)

新規事業の創出
（≒社会課題の解決）

500兆円

1000兆円

名目GDP

社会／産業に与えるソフトウェアの影響力が増大し、新たな段階に到達した
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「Software-Defined」とは、ハードウェアを制御するソフトウェアを更新し続
けることで不確実性や変化するニーズに対応し、より高い価値を実現しようとす
る考え方。困難な社会課題に立ち向かい、革新的な技術を生み出すには、
Software-Definedな仕組みを利用して、仮説検証を繰り返し現実社会と対話し
ながら解決策を導き出す必要がある。

例）Software-Defined Vehicle
遠隔通信で車のソフトウェアを更新し、販売後も機能を増やし
たり性能を高めたりできる自動車。性能の向上、運転支援機能
や事故防止機能の改善が可能であり、従来にない機能の実現性
が高まる。

例）Software-Defined Satellite
1977年に打ち上げられた探査衛星ボイジャーはソフトウェアの
更新をしながら太陽系外の探査を実施。最近では2023年10月に
燃料噴射方式の変更を行い寿命延長のための変更を行った。

成長戦略としてのソフトウェア活用
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AIの進化によるソフト
ウェア開発形態の
大転換が進展

• AIがコード作成やテスト実行などの定型業務を支援・代行し、生産性が飛躍的に向上

• オープンソースやAPIの標準化が進み、ソフトウェア開発が「組み立て産業」へ

• 労働集約的作業が激減する ⇒ 人月から成果(価値)に基づく取引への転換

• 人口減少下でデジタル技術活用を拡大するために、AI利用による生産性向上は必須

ソフトウェア開発に
おける人間の役割転換
が発生

• 開発工程のAI代替が進み、人間の役割は戦略立案・企画・要求定義などの上流工程へ

• 人間は、AI生成物の妥当性を評価（目的適合性判断）する

• 高度なエンジニアリング力に基づく全体俯瞰、構想力、総合的判断力が求められる

人材要件の高度化に
対応するリスキリング

• AI以外にも高度な技術が次々登場するため、それらを見極め使いこなす習得力の向上

• プログラム作成の労力は大幅に減少するが、入力デバイス、データ量、処理量の急増に
対応するため、人知の限界に迫り、拡張(augment)する仕組みを構想し制御できる抽
象的思考力の強化

• AIを利用して戦略立案・企画・要求定義を進め、事業や社会の中で実装する経営的視点
も必要

• 社会や事業の変革を先導するソフトウェア技術者を組織的に育成する体制を質・量の両
面で充実

怒涛の技術革新によるソフトウェア開発の大転換
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ソフトウェアのネクストステージで目指すビジョン

伝統文化に根差した社会の一体感の基盤の上に広範な対話を喚起し、社会的フィードバックループを形成する。
その上でAI等ソフトウェアで実現されるデジタル技術応用の迅速かつ的確な仮説検証を繰り返し、データ利活
用を促進して真のニーズに応えながらSoftware-Defined Societyへの移行を加速する。

これにより、社会課題の解決や経済成長が促され、持続可能な経済社会の実現が可能になる。
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ロードマップ ～ソフトウェアのネクストステージへ～

2030年にはAIを駆使したソフトウェアやシステム開発が本格化し、労働集約型開発からの脱却が
進んでいくことが予想される。そのような時代に対応し、前述のビジョンを実現していくためには、
「組織」「人材」「技術」「制度とインフラ」といった観点の取り組みが必要



観点 取り組み軸 活動テーマ案

全般

• 全般 普及啓発活動
（Software-Defined Society、価値重視等）

• 情報収集と分析 国内外の最新動向の収集・広報

組織 • 社会全体での連携、標準化 組織の壁を越えた対話の促進

技術

• AIを活用した要件定義、設計、開発、テスト AI活用の高度化

• 対話促進と意思決定のための可視化・モデリング
• 事前検証を可能にするシミュレーション技術
• 迅速な仮説検証を可能とするアジリティの高い開発手法

要件定義の高度化、モデリング＆シミュレーションの
推進

• 組み立て産業化とオープンソース オープンソース、組み立て産業化の推進

• ソフトウェアにデータを提供するためのデータエンジニア
リング

データエンジニアリングの推進

制度と
インフラ

• 制度情報のデジタル化 リーガルテックの推進

契約、規約などの標準化の推進

• Edgeを組み込んだ仕組みの整備 Cloud-Edge-IoTの推進
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2025年度以降の本委員会を中心とした活動案

本委員会では、ロードマップで挙げた2030年に向けた必要な取り組み軸のうち、
主にソフトウェア強化に関連する取り組みを優先度を決定した上で順次実施予定である。



本レポートは、その内容に関する有用性、正確性、知的財産権の不侵害等の一切について、当組織が如何なる保証をするものではありません。 
また、本レポートの読者が、本レポート内の情報の利用によって損害を被った場合も、当組織が如何なる責任を負うものではありません
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